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 要  旨 
本研究では，マイクロマテリアルである線径 200mの硬銅線，軟銅線，アルミ線，2種類の銅クラッドア
ルミ線（それぞれ D200Cu-H-Wire ， D200Cu-A-Wire ， D200Al-Wire ， D200Cu15%CA-Wire ，
D200Cu5%CA-Wire と称する）とロットの異なる線径 200m ，100m の硬銅線，軟銅線，アルミ線（そ
れぞれD200Cu-H-Wire-N，D100Cu-H-Wire-N，D200Cu-A-Wire-N，D100Cu-A-Wire-N，D200Al-Wire-N，
D100Al-Wire-Nと称する）の供試材を用いて各種機械的特性について検討を行った．更に，硬銅線に経年的
な強度低下がみられたため，その原因についても調査を行った．その結果，以下の結言を得た． 
（1）D200-Wire-N と D100-Wire-N の引張試験結果の比較から，D100-Wire-N の破断ひずみは
D200-Wire-N に比べて小さくなった．これは，D100-Wire-N の体積は D200-Wire-N に比べて 25%し
かないためだと考えられる． 
（2）D200Cu-H-Wire-H の引張強度は，疲労試験を行ったことで D200Cu-H-Wire-0 と比較して
80MPa程低下したが破断ひずみは約 2倍となった．これは，D200Cu-H-Wire に供試材加工時に付与
された塑性ひずみが疲労試験よって解放されたためだと考えられる． 
（3）D200Cu-A-Wire の引張強度は，D200Cu-A-Wire-0，D200Cu-A-Wire-L及び D200Cu-A-Wire-H
で変化しなかった．しかし，D200Cu-A-Wire-L と D200Cu-A-Wire-H の破断ひずみは，
D200Cu-A-Wire-0と比較して大きく減少した． 
（4）疲労試験前後の供試材を用いて微小押込み試験を行った．その結果，D200Cu-H-Wire に低応力
高サイクル疲労試験を行った試験片は，硬さが 90～110kgf/mm2程度の低い値に均質化されていた．こ
れは，疲労試験によって再結晶化が促進されたためだと考えられる． 
（5）D200Cu-A-Wire の疲労試験前後の試験片に微小押込み試験を行った．その結果，低応力高サイ
クルの疲労試験を行った試験片は，硬さが上昇しており，加工硬化が起きたためだと考えられる． 
（6）D200Cu-H-Wire と D200Cu-A-Wire は，疲労試験を行うことで両線材の引張強度の差は減少し，
硬さはほとんど等しくなることが分かった．このことから，疲労試験によって両線材の機械的特性が
近くなったため，107回疲労強度は同程度になったと考えられる． 
（7）D200Cu-H-Wire は，引張強度，疲労強度と硬さが経年により低下し，硬さについてはばらつき
が大きくなっていた．D200Cu-H-Wire では，経年により局部的に再結晶が起きたために各種機械的特
性に変化が表れたと考えられる． 
 
